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目的： 

私たちのグループが最近発表したエコチル調査の研究によると、3～6 か月の乳児期早期の粉ミルク摂取は、1 歳時

の牛乳アレルギーの減少と関連していましたが、その長期的な経過はわかっていません。本研究では、この関連が 1

歳以降にどれぐらい長く続くのかを検証しました。 

 

方法： 

エコチル調査に登録された子どものうち、3 歳まで追跡された 65,568 人を対象としました。ばく露因子は、極早期(0～3

か月), 早期(3～6 か月), 後期(6～12 か月)での粉ミルク摂取で、主要アウトカムは 6, 12, 18, 24, 30, 36 か月時の牛乳

アレルギーの罹患率としました。牛乳タンパクに対してアレルギー症状と感作があり、その評価時期に牛乳タンパクの

摂取を制限しており、かつ医師が食物アレルギーと診断した場合に、「牛乳アレルギーあり」と定義しました。 

 

 

結果： 

牛乳アレルギーの罹患率は、月齢とともに増加を続け 18 か月には 1.51%とピークに達し、以後は減少して 36 か月時

には 0.79%となりました。早期(3～6 か月)の粉ミルク摂取は、生後 3 年間の牛乳アレルギーのリスク減少と関連してい

ました。また早期の粉ミルク摂取と牛乳アレルギーの関連は、皮疹があってもなくても認められましたが、皮疹がある

群で、より強く、またより長い期間観察されました。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

私たちの以前の研究では、子どもが極早期(0～3 か月)よりむしろ、早期(3～6 か月)に粉ミルクを摂取していると、12

か月時の牛乳アレルギーのリスクの減少に関連することを示していましたが、今回の研究で、その関連が 36 か月ま

で続くことを示しました。ただし、診断に経口負荷試験が用いられていない、質問票から日々の哺乳状況が把握できな

い、多くの子どもが解析対象から外れバイアスが生じている可能性がある、などの制約があります。 

 

結論： 

本研究では、早期に粉ミルクを摂取している子どもは、生後 3 年間の牛乳アレルギーの罹患率が低かったことを示し

ました。もし粉ミルクが乳児期に開始されているのならば、それを継続する、あるいはヨーグルトなどの乳製品を摂取

すると、牛乳アレルギーの減少に役立つ可能性があります。しかし、この研究の結果は、母乳の有用性を否定するも

のでは決してありません。また、この結果を正しく解釈するためには無作為化比較試験が必要です。 

 


